
第8回補体シンポジウム

　　　予　講　集

．

場所　大阪府医師会館

期日　昭和46年】1月28日～29日
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1．日　時　第1日昭和46年11月28日（日）午后1時～5時30分

　　　　　第2日昭和46年11月29日（月）午前9時30分～午后5時45分

2．会場大阪府医師会館
　　　　　大阪市天王寺区上本町3丁目1－9

　　　　　TEL　（768）　1451

　　　　　地下鉄谷町線、谷町6丁目下車

　　　　　空堀商店街を通って徒歩5分
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　お知らせとお願い

1．各演題の講演時間は15分です。

2．幻灯器は35rm用を1台用意します。

3．30分前までにスライドを会場受付に提出して下さい。

世話人　　大阪府立成人病センター　稲井真弥



後
長
●

午
座
1

1：00一一3：00

高橋　守信

第 1

赤血球沈降速度促進因子に関する研究（第1報）

　都立大久保病院

国立がんセンター研究所

日唱

河島敏夫、大山俊郎、津田文男、

宮沢政栄、

関根暉彬　西岡久寿弥

1

2・Single　radial　immunodiffusion法による日本人血清のβ1C／1A－globulinお

よびβIE－globulin値について、

　大阪府立成人病センター

座長　眞　弓　　忠

3．発作性夜間血色素尿症と補体

　　　北海道大学第二内科

平松誠一、北村肇、永木和義、

飯田恭子、笠井よし子、寺井たみ子、

稲井眞弥

今野孝彦、大橋晃、渡辺武史、

安河内太郎、

3

5

4．若年性関節リウマチにおける補体系の動向

都立豊島病院整形外科

ハーバード大学R．B．Brigham病院

5．腎移植患者における血清補体価の変動

　　　都立大久保病院内科

　　慶応義塾大学病院内科

東京電力病院1泌尿器科

3　　30～3　：45　休憩

松浦美喜雄

Shaun　Ruddy，　J．S．Stillman，

K．F．Austen．

倉田要、

大久保皆人、田村寿夫、井垣嘉之、

丸茂菊男

中村宏

7

9

3　：45　一一　5　：30

座長　橘　　武　彦

6．SLEの補体（、抗補体性を中心に）

　　　岡山大学医学部第三内科 天野哲基、森田実、西下駿三、

河野勝昭、大藤真

11



7．蛋白尿中の補体成分及びそのinactivatorについて

　　　大阪府立成人病センター　　　　　　北村肇、笠井よし子、稲井眞弥

座長　　岡田　秀親

8．Non－functional　CI　inactivatorを有する血管神経1生浮腫：の一症例

　　　九州大学医学部心療内科　　　　　　手嶋秀毅、井上貞久

　　　大阪府立成人病センター　　　　　　永木和義、飯田恭子、稲井眞弥

9．ヒト、リンパ球のE，EAC4C3結合）1生とその起源

　　　国立がんセンター研究所

　　　東邦大学医学部小児科　　　　　　　橘武彦、矢田純…、西岡久寿弥

13

15

17

第 2 日

午前　9：30～10：45

座長　田　村　　昇

10．IgGの熱によるPolymerizationとPolymerized　IgGの補体結合性

　　　東京大学物療内科　　　　　　　　　横張龍一

11．C1エステラーゼおよびプロClsの精製

　　　徳島大学医学部酵素生理　　　　　　村松睦、須見洋行、岡村和子、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井節郎

　　　徳島大学医学部皮フ科　　　　　　　白石聡

12．ヒトC1とCI　inactivatorとの反応について

　　　大阪府立成人病センター　　　　　　永木和義、飯田恭子

10：45～11：00　休憩

11　：　OO　一一　12　：　15

座長　永木　和義

13．補体第1成分と第4成分との問の反応に及ぼすTAMe及びATEeの影響につい

　　ての比較

　　　国立がんセンター研究所ウィルス部　島田彰子、田村昇

14．CI　INHに関する研究

　　　京都府立医科大学増田内科　　　　　近藤元治、細川丁零

19

21

23

25

27



15．CI　inactivatorを欠如したモルモット血清

　　　国立がんセンター研究所　　　　　　田村昇、奥田智子

　　　東京大船医科学研究所　　　　　　　成内秀雄、臼井美津子

29

12：15～1　30　昼＝食

午後　1：30～2：45

座長　井上　公蔵
16．Dithiothreitol（DTT）によるGPC3の特異的結合能の阻害

　　　金沢大学がん研究所分子免疫部　　　高橋セイ、田中清子、河野寛一、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高橋守信

17．モルモット補体第3成分の構造と活性

　　　国立がんセンター研究所ウィルス部

　　　東京大学理学部生物化学

奥田智子、山主公子、西岡久寿弥

高橋健治

31

33

18．Ghostヒツジ血球を用いたImmune　Adherenceの定量的解折

　　　国立がんセンター研究所ウィルス部　西岡久寿弥、奥平陽一、奥田智子

35

2：45～3　00　休憩

3：00一一4：15

座長　西岡　久寿弥

19．　（Fab’）2，CこよるCytotoxicity

　　　国立がんセンター研究所 岡田秀親

37

20．免疫溶血反応の終末反応段階に及ぼすsoluble　ATPaseの作用

　　　奈良県立医科大学細菌学教室　　　　上田浩、深山昭雄

39

21．免疫溶菌による大腸菌菌体成分の変化について（第2報）
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Table　II
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